
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1203 

令和５年度 地歴公民科 

 

教科 地理歴史 科目 地理 B 
単位

数 
４単位 年次 ３年次 

使用教科書 「新詳地理 B」 （帝国書院） 

副教材等 地歴高等地図 （帝国書院） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・調べ学習やグループワークなどを通じて、主体的に取り組めるようにする。 

・地図に親しむとともに、地図から情報を読み取れるように、地形図を用いた作業などを実施す

る。 

・農園を活用するなどをし、世界の作物や物にふれる機会をつくる。 

・視聴覚教材や新聞記事などの教材を活用して、具体的に理解できるようにする。 

 

２ 学習の到達目標 

現代世界の地理的事象を系統地理的に，現代世界の諸地域、歴史的背景を踏まえて地誌的に 

考察し，現代世界の地理的認識を養うとともに，地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主 

体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代世界に対する関

心と課題意識を高

め，それを意欲的に

追究し，とらえよう

としている。 

地図の種類とその利

用について，緯度の

違いによる人々の生

活への影響など地理

的に考察する視点や

方法を身につけさせ

る。 

さまざまな地図や地

形図等を収集・比較

し，有用な情報を適

切に選択できる。 

さまざまな規模の

地理的な諸課題を

抱える現状と今後

重要となる取り組

みを理解し，その知

識を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

授業態度の観察 確認テスト 確認テスト 確認テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

ス
テ
ー
ジ 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 地
理
情
報
と
地
図 

地球儀とさまざまな地図 〇  〇 〇 a:さまざまな時代や現代の地

図の読図，地理情報の地図化

などの活動を通して，現代世

界の地図に対する関心と課

題意識を高め，それを意欲的

に追究し，捉えようとしてい

る。 

b:各時代の人々の世界観，GPS

や GIS など現代の地図や交

通案内図など身近な地図の

有用性を考察し，その過程や

結果を適切に表現している 

c:世界観の変化や現代の地図

に関する諸資料を適切に収

集し，収集した資料から，有

用な情報を適切に選択でき

ている。d:世界地図において

の世界観の変化や GPSや GIS

など現代の地図のしくみと

有用性を理解し，その知識を

身につけている。 

授業態度 

確認テスト 
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地図の活用と地域調査  〇 〇  a:地形図などの地図の活用と

地域調査に対する関心と課

題意識を高め，それを意欲的

に追究し，捉えようとしてい

る。 

b:地形図や資料を活用した地

域調査を通して生活圏の地

域的特色を多面的に考察し

ている。 

c:地域調査に関するデータや

地形図などに関する諸資料

を適切に収集し，収集した資

料から，有用な情報を適切に

選択し，これを基に，生活圏

の地域調査について図表や

発表用資料などにまとめた

りしている。 

d:地域調査の情報収集から発

表までの方法や地形図や空

中写真の読図方法を理解し，

その知識を身につけている。 

授業態度 

確認テスト 

２ 自
然
環
境 

世界や日本の地形  〇  〇 a:さまざまな大地形，小地形，

その他の地形があることの

考察を基に，災害と恩恵など

人間生活との関わりに対す

る関心と課題意識を高め，そ

れを意欲的に捉えようとし

ている。 

b:大地形，小地形，その他の地

形を系統地理的に捉える視

点や考察方法を基に，人間生

活との関わりなどを多面的

に考察している。 

c:世界の地形と人間生活との

関わりに関する資料から，有

用な情報を適切に選択し，こ

れを基に，世界の大地形，小

地形，その他の地形の分布や

成因と人間生活との関わり

について読み取ったり図表

などにまとめたりしている。 

d:系統地理的に捉える視点や

考察方法，人間生活との関わ

りなどを理解している。 

授業態度 

確認テスト 
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世界の気候  〇 〇  a:気候要素と気候因子の関係

から，各気候区の特徴や農業

など人間生活への影響に対

する課題意識を高め，それを

意欲的に追究し捉えようと

している。 

b:気候要素と気候因子の関係

から，気候の成り立ちを系統

地理的に捉える視点や考察

方法を基に，人間生活への影

響を多面的に考察し，その過

程や結果を適切に表現して

いる。 

c:世界の気候と人間生活への

影響に関するデータや写真

などの諸資料を適切に収集

し，世界の気候の特徴と農業

など人間生活への影響につ

いて読み取ったり図表など

にまとめたりしている。 

d:世界の気候の成因，各気候区

の特徴について，系統地理的

に捉える視点や人間生活へ

の影響などを理解している。 

授業態度 

確認テスト 



 

※令和３年度以前入学生用 

３ 現
代
世
界
の
諸
地
域 

地誌の考察 〇   〇 a:地誌の考察に対する関心と

課題意識を高め，それを意欲

的に追究し，捉えようとして

いる。 

b:地誌の考察について，多様な

事象を項目ごとに整理して

多面的・多角的に考察し，そ

の過程や結果を適切に表現

している。 

c:地誌的に考察に関する事例

などの諸資料を適切に収集

し，収集した資料から，有用

な情報を適切に選択して，こ

れを基に，地誌の考察方法に

ついて読み取ったり図表な

どにまとめたりしている。 

d:多様な事象を項目ごとに整

理して静態的に考察する方

法，特色ある事象と他の事象

を有機的に関連づけて動態

的に考察する方法，対照的又

は類似的な性格の二つの地

域を比較して考察する方法

の三つの方法とはどのよう

な捉え方かを理解し，その知

識を身につけている。 

授業態度 

確認テスト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


